
し
た
も
の
で
す
。
制
作
は
中
野
駅
前
と
同
じ

塗
装
事
業
者
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
小
田
佑
二

氏
、
鷺
宮
小
学
校
の
児
童
と
卒
業
生
、
中
野

区
が
連
携
し
て
行
い
、
中
野
区
は
区
有
施
設

の
壁
面
利
用
を
許
可
す
る
な
ど
の
調
整
と
広

報
を
担
い
ま
し
た
。
制
作
経
費
は
鷺
宮
小
学

校
P
T
A
と
鷺
宮
小
学
校
が
負
担
し
ま
し

た
。鷺

宮
小
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
た

壁
画
と
す
る
べ
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
小
田

氏
が
鷺
宮
小
学
校
の
在
校
生
、
卒
業
生
、
地

域
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
う
え
で
デ
ザ

イ
ン
を
決
定
。
壁
の
上
部
に
は
鷺
宮
小
学
校

の
水
車
や
鷺
宮
盆
踊
り
、
田
園
風
景
な
ど
鷺

宮
の
今
と
昔
を
表
す
デ
ザ
イ
ン
が
小
田
氏
の

手
で
描
か
れ
、
壁
の
下
部
に
は
同
校
で
20
年

以
上
続
く
詩
の
音
読
活
動
の
表
現
と
し
て
、

児
童
た
ち
も
参
加
し
て
お
気
に
入
り
の
詩
か

ら
連
想
し
た
絵
を
描
き
ま
し
た
。

２
つ
の
壁
画
が
評
判
と
な
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
拡
大
へ

中
野
駅
北
口
駅
前
広
場
と
中
野
区
立
鷺
宮

小
学
校
体
育
館
の
壁
画
は
、
新
た
な
地
域
の

名
所
と
し
て
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

頃
、
中
野
に
本
店
が
あ
り
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
で
協
働
す
る
西
武
信

用
金
庫
か
ら
「
信
金
中
央
金
庫
の
寄
附
事
業

『
S
C
B
ふ
る
さ
と
応
援
団
』
を
活
用
し
て

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
推
進
し
て

は
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

中
野
区
は
こ
の
寄
附
事
業
に
中
野
ミ
ュ
ー
ラ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
募
。
審
査
の
結
果
、

１
，
０
０
０
万
円
の
寄
附
が
決
定
し
、
こ
の

寄
附
を
財
源
に
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度

か
ら
２
年
間
の
事
業
と
し
て
、
中
野
区
内
で

複
数
の
壁
画
を
制
作
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
の
壁
画
に
つ
い
て
ま
と
め
た

「
中
野
、
描
く
。
心
、
鮮
や
か
に
。
中
野

ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
民
間
事
業

者
と
区
の
連
携
に
よ
る
ア
ー
ト
を
通
じ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
令
和
４
年
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
（
広
報
企
画
部
門
）
で
入
選
。

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
選
は
、
中
野

区
で
は
初
と
な
り
ま
す
。

画
制
作
を
し
た
い
」
と
の
相
談
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
中
野
区
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
一
環
と
し
て
こ
の
２
者
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調

整
と
広
報
の
役
目
を
担
い
ま
し
た
。

壁
画
を
制
作
し
た
の
は
、
国
内
外
で
活

躍
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ユ
ニ
ッ
ト

W
H
O
L
E
９
（
ホ
ー
ル
ナ
イ
ン
）。
壁

画
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
野
の
資
源
を
モ

チ
ー
フ
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
J
R
中
野

駅
と
中
野
区
と
協
議
の
う
え
で
決
定
し
た

も
の
で
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
、
シ
イ
ノ
キ

（
中
野
区
の
木
）、
ツ
ツ
ジ
（
中
野
区
の

花
）、
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
（
中
野
区
に
大

学
や
専
門
学
校
が
多
い
こ
と
か
ら
）
な
ど

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
制
作
経
費
は
全
て

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
確
保
し
た

た
め
、
中
野
区
に
は
事
業
経
費
の
負
担
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

区
立
小
学
校
体
育
館

壁
面
に
も
壁
画
を
制
作

中
野
駅
の
壁
画
と
同
時
期
に
、
中
野
区

立
鷺
宮
小
学
校
体
育
館
の
壁
面
の
壁
画
制

作
も
ス
タ
ー
ト
。
こ
ち
ら
は
鷺
宮
小
学
校

創
立
1
4
0
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し

て
、
同
校
の
歴
史
と
伝
統
を
壁
画
に
残
そ

う
と
、
記
念
行
事
の
実
行
委
員
会
が
企
画

中野駅北口壁画お披露目 鷺宮小壁画制作風景 中野駅北口壁画制作風景
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中
野
区
基
本
構
想
実
現
に
向
け

立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
野
区
は
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
３

月
、
中
野
区
基
本
構
想
を
改
定
し
、「
10
年

後
に
目
指
す
ま
ち
の
姿
」
と
し
て
４
つ
の
ま

ち
の
姿
を
描
き
ま
し
た
。

（
１
）�

人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
新
た
な
活

力
が
生
み
出
さ
れ
る
ま
ち

（
２
）�

未
来
あ
る
子
ど
も
の
育
ち
を
地
域
全

体
で
支
え
る
ま
ち

（
３
）�

誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
安
心
し
て
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
ま
ち

（
４
）�

安
全
・
安
心
で
住
み
続
け
た
く
な
る

持
続
可
能
な
ま
ち

中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

（
１
）
を
実
現
す
る
た
め
の
「
遊
び
心
あ
ふ

こ
の
中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
地
域
の
方
々
の
関
わ
り
で
「
遊
び
心
あ

ふ
れ
る
」
壁
画
を
創
り
上
げ
、
ま
ち
全
体
に

新
た
な
活
力
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

契
機
は
中
野
駅
北
口
駅
前
広
場

の
壁
画
制
作

中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
た
き
っ
か
け
は
、
令
和
３

（
2
0
2
1
）
年
度
に
制
作
し
た
中
野
駅
北

口
駅
前
広
場
の
壁
画
で
す
。
も
と
も
と
J
R

東
日
本
が
平
成
前
半
に
描
い
た
壁
画
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
劣
化
が
進
み
、
J
R

中
野
駅
か
ら
「
壁
面
を
き
れ
い
に
し
た
い
」

と
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
同
時
期
に
区
内

塗
装
事
業
者
か
ら
「
廃
材
塗
料
を
使
っ
て
壁

れ
る
文
化
芸
術
を
ま
ち
全
体
に
展
開
す
る
」

施
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、

「
ミ
ュ
ー
ラ
ル
が
人
と
想
い
を
つ
な
ぐ
　
あ

な
た
の
日
常
と
と
も
に
対
話
す
る
ア
ー
ト
　

語
れ
る
ア
ー
ト
、
語
り
続
け
ら
れ
る
ア
ー
ト
　

だ
か
ら
、
ず
っ
と
途
中
。
だ
か
ら
、
ず
っ
と

未
完
成
」。

後
述
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
プ
ラ
ン
検

討
会
で
定
め
た
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
多
様
な

価
値
観
を
尊
重
し
合
う
中
野
の
風
土
と
、
常

に
未
来
へ
の
途
上
で
あ
る
と
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

中
野
区
の
強
み
は
、
区
民
、
事
業
者
、
諸

団
体
の
方
々
が
「
中
野
愛
」
を
共
通
項
と
し

た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
、
文
化

芸
術
を
育
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

 

壁
画（
ミ
ュ
ー
ラ
ル
）で
誰
も
が
身
近
に
文
化
芸
術
に
親
し
む
環
境
を
創
造
す
る

中
野
区
は
、
中
野
区
基
本
構
想
に
掲
げ
る
「
10
年
後
に
目
指
す
ま
ち
の
姿
」
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
「
遊
び

心
あ
ふ
れ
る
文
化
芸
術
を
ま
ち
全
体
に
展
開
す
る
」
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

壁
画
（
ミ
ュ
ー
ラ
ル
）
を
制
作
す
る
「
中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
。
ま
ち
を
彩
る
新
た
な
ア
ー

ト
が
区
内
各
所
に
誕
生
し
て
い
ま
す
。

中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中野区立鷺宮小学校体育館の壁画 中野駅北口駅前広場の壁画
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し
た
も
の
で
す
。
制
作
は
中
野
駅
前
と
同
じ

塗
装
事
業
者
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
小
田
佑
二

氏
、
鷺
宮
小
学
校
の
児
童
と
卒
業
生
、
中
野

区
が
連
携
し
て
行
い
、
中
野
区
は
区
有
施
設

の
壁
面
利
用
を
許
可
す
る
な
ど
の
調
整
と
広

報
を
担
い
ま
し
た
。
制
作
経
費
は
鷺
宮
小
学

校
P
T
A
と
鷺
宮
小
学
校
が
負
担
し
ま
し

た
。鷺

宮
小
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
た

壁
画
と
す
る
べ
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
小
田

氏
が
鷺
宮
小
学
校
の
在
校
生
、
卒
業
生
、
地

域
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
う
え
で
デ
ザ

イ
ン
を
決
定
。
壁
の
上
部
に
は
鷺
宮
小
学
校

の
水
車
や
鷺
宮
盆
踊
り
、
田
園
風
景
な
ど
鷺

宮
の
今
と
昔
を
表
す
デ
ザ
イ
ン
が
小
田
氏
の

手
で
描
か
れ
、
壁
の
下
部
に
は
同
校
で
20
年

以
上
続
く
詩
の
音
読
活
動
の
表
現
と
し
て
、

児
童
た
ち
も
参
加
し
て
お
気
に
入
り
の
詩
か

ら
連
想
し
た
絵
を
描
き
ま
し
た
。

２
つ
の
壁
画
が
評
判
と
な
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
拡
大
へ

中
野
駅
北
口
駅
前
広
場
と
中
野
区
立
鷺
宮

小
学
校
体
育
館
の
壁
画
は
、
新
た
な
地
域
の

名
所
と
し
て
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

頃
、
中
野
に
本
店
が
あ
り
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
で
協
働
す
る
西
武
信

用
金
庫
か
ら
「
信
金
中
央
金
庫
の
寄
附
事
業

『
S
C
B
ふ
る
さ
と
応
援
団
』
を
活
用
し
て

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
推
進
し
て

は
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

中
野
区
は
こ
の
寄
附
事
業
に
中
野
ミ
ュ
ー
ラ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
募
。
審
査
の
結
果
、

１
，
０
０
０
万
円
の
寄
附
が
決
定
し
、
こ
の

寄
附
を
財
源
に
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度

か
ら
２
年
間
の
事
業
と
し
て
、
中
野
区
内
で

複
数
の
壁
画
を
制
作
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
の
壁
画
に
つ
い
て
ま
と
め
た

「
中
野
、
描
く
。
心
、
鮮
や
か
に
。
中
野

ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
民
間
事
業

者
と
区
の
連
携
に
よ
る
ア
ー
ト
を
通
じ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
令
和
４
年
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
（
広
報
企
画
部
門
）
で
入
選
。

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
選
は
、
中
野

区
で
は
初
と
な
り
ま
す
。

画
制
作
を
し
た
い
」
と
の
相
談
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
中
野
区
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
一
環
と
し
て
こ
の
２
者
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調

整
と
広
報
の
役
目
を
担
い
ま
し
た
。

壁
画
を
制
作
し
た
の
は
、
国
内
外
で
活

躍
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ユ
ニ
ッ
ト

W
H
O
L
E
９
（
ホ
ー
ル
ナ
イ
ン
）。
壁

画
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
野
の
資
源
を
モ

チ
ー
フ
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
J
R
中
野

駅
と
中
野
区
と
協
議
の
う
え
で
決
定
し
た

も
の
で
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
、
シ
イ
ノ
キ

（
中
野
区
の
木
）、
ツ
ツ
ジ
（
中
野
区
の

花
）、
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
（
中
野
区
に
大

学
や
専
門
学
校
が
多
い
こ
と
か
ら
）
な
ど

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
制
作
経
費
は
全
て

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
確
保
し
た

た
め
、
中
野
区
に
は
事
業
経
費
の
負
担
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

区
立
小
学
校
体
育
館

壁
面
に
も
壁
画
を
制
作

中
野
駅
の
壁
画
と
同
時
期
に
、
中
野
区

立
鷺
宮
小
学
校
体
育
館
の
壁
面
の
壁
画
制

作
も
ス
タ
ー
ト
。
こ
ち
ら
は
鷺
宮
小
学
校

創
立
1
4
0
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し

て
、
同
校
の
歴
史
と
伝
統
を
壁
画
に
残
そ

う
と
、
記
念
行
事
の
実
行
委
員
会
が
企
画
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ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

新
た
な
事
業
展
開
に
つ
な
が
る

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
結
果
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
異
な
る
世
代
や
立
場
の
地
域
の
方
々

が
、
中
野
へ
の
思
い
を
軸
に
検
討
会
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
関
係
が
生
み
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
つ
の
例
と
し
て
、
検
討
会
委
員
と
し
て

参
加
し
た
学
校
法
人
と
中
野
区
が
、
子
ど
も

た
ち
を
対
象
と
し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
た
際
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
食
に

関
す
る
話
題
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
「
食

事
に
制
限
の
あ
る
子
ど
も
で
も
、
家
族
と
同

じ
食
事
を
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

基
に
、
こ
の
法
人
の
設
置
校
で
食
物
栄
養
学

科
の
あ
る
短
期
大
学
の
学
生
（
立
案
）、
区

内
に
あ
る
ス
イ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
（
ス
イ
ー
ツ

制
作
）、
区
内
に
あ
る
摂
食
・
嚥
下
障
害
児

支
援
団
体
（
監
修
）
の
３
者
を
中
野
区
が

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実

現
。
嚥
下
障
害
の
あ
る
子
ど
も
で
も
食
べ
ら

れ
る
ス
イ
ー
ツ
「
飲
め
る
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」

を
開
発
し
ま
し
た
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
フ
ー

ド
（
嚥
下
調
整
食
）
支
援
ス
イ
ー
ツ
と
し

て
、
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
で
の
販
売
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

中
野
ミ
ュ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
区

の
事
業
と
し
て
は
令
和
５
（
2
0
2
3
）
年

度
で
終
了
し
ま
す
が
、
中
野
区
は
、
区
民
や

企
業
に
よ
る
協
働
の
取
り
組
み
と
し
て
、
今

後
も
新
た
な
壁
画
が
誕
生
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

�

「
つ
な
が
る
　
は
じ
ま
る
　
な
か
の
」
を

基
本
構
想
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
中
野

区
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
信
頼
性
を
さ
ま
ざ

ま
な
協
働
の
創
出
な
ど
に
活
か
し
な
が
ら
、

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ラ
フ
ル
で
動
き
の
あ
る
絵
が
描
か
れ
ま
し

た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
高
橋
鉄
平
氏
は
「
自

分
の
作
風
で
も
あ
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
デ

ザ
イ
ン
、
ポ
ッ
プ
な
カ
ラ
ー
と
全
体
の
躍
動

感
を
意
識
し
て
描
い
た
。
実
際
の
絵
の
サ
イ

ズ
以
上
の
広
が
り
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

と
作
品
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

中
野
駅
東
西
連
絡
通
路
の
壁
画
の
テ
ー
マ

は
、「
未
来
都
市
中
野
〜
変
わ
り
ゆ
く
街

〜
」。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
意
見
や
地

域
リ
サ
ー
チ
を
踏
ま
え
、
過
去
か
ら
さ
ら
に

進
化
し
て
い
く
未
来
の
中
野
の
姿
が
細
部
ま

で
鮮
や
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
な
が

ら
の
商
店
街
や
初
期
の
中
野
駅
舎
、
閉
館
す

る
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
後
ろ
に
は
新
た
に
建

設
予
定
の
タ
ワ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
中
野
に
し
か
な
い
も
の
」
と
「
こ
れ
か
ら

変
化
し
て
い
く
も
の
」
な
ど
、
中
野
を
表
現

す
る
様
々
な
要
素
を
ポ
ッ
プ
に
詰
め
込
ん
で

い
る
の
が
見
ど
こ
ろ
。
中
野
の
懐
か
し
い
ま

ち
な
み
と
未
来
へ
の
思
い
を
誰
か
と
一
緒
に

語
り
た
く
な
る
ア
ー
ト
で
す
。
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ン
タ
ー
の
４
か
所
を
制
作
壁
面
に
決
定
し
ま

し
た
。

区
民
参
加
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

壁
画
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

壁
画
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
壁
面
周
辺

に
お
住
ま
い
の
方
を
中
心
に
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ま
っ
て
も
ら

い
、
壁
画
ご
と
の
テ
ー
マ
や
デ
ザ
イ
ン
案
を

決
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
カ
サ
・

デ
・
オ
リ
ー
バ
（
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業

所
・
カ
フ
ェ
）
と
近
接
し
て
い
る
鍋
横
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
の
テ
ー
マ
ワ
ー
ド
選
定
の
た

め
、
町
内
会
や
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営

委
員
な
ど
鍋
横
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が

集
合
。
参
加
者
か
ら
は
「
町
会
同
士
の
つ
な

が
り
が
強
く
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
活
動
す
る
下

町
っ
ぽ
さ
が
あ
る
」「
多
様
な
人
が
つ
な
が

り
、
笑
顔
、
思
い
や
り
が
あ
ふ
れ
る
地
区
に

し
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の
結

果
、「
下
町
」「
多
様
性
」「
笑
顔
・
思
い
や

り
」
の
３
つ
が
鍋
横
地
域
の
テ
ー
マ
ワ
ー
ド

に
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
中
野
駅
東
西

連
絡
通
路
の
壁
画
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
M
a
r
u�

M
i
c
h
i
n
o
r
i

学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る

検
討
会
で
テ
ー
マ
を
決
定

令
和
４
年
度
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

に
あ
た
り
、
全
体
的
な
方
向
性
を
定
め
る
た

め
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
プ
ラ
ン
検
討
会
」

を
２
回
に
わ
た
っ
て
開
催
。
検
討
会
委
員
と

し
て
、
区
内
の
大
学
や
専
門
学
校
か
ら
学
識

経
験
者
５
名
、
中
野
区
観
光
協
会
か
ら
１

名
、
西
武
信
用
金
庫
か
ら
１
名
の
計
７
名
の

方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
回
検
討
会
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

テ
ー
マ
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
議
論
の
中

で
出
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
核
に
メ
イ
ン
テ
ー
マ

（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
サ
ブ
テ
ー
マ
「
多
様

な
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
物
語
が
生
ま
れ

る
ま
ち
」「
人
も
ま
ち
も
変
化
し
続
け
る
、

未
完
成
な
ま
ち
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
壁
画

を
描
く
壁
面
は
、
区
民
や
区
内
事
業
者
な
ど

か
ら
公
募
。
第
２
回
検
討
会
で
は
、
区
内
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
壁
面
の
う
ち
ど
の
壁
面
に

描
く
べ
き
か
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
効
果
な
ど

の
観
点
か
ら
議
論
し
、
中
野
駅
東
西
連
絡
通

路
、
カ
サ
・
デ
・
オ
リ
ー
バ
（
就
労
継
続
支

援
B
型
事
業
所
・
カ
フ
ェ
）、
M
O
C
O
　

P
O
C
O
（
帽
子
店
）、
鍋
横
区
民
活
動
セ

氏
の
原
画
案
を
も
と
に
地
域
の
方
々
が
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
原
画
案
で
は
、
中
野
駅
北

口
駅
前
広
場
と
色
合
い
を
あ
わ
せ
た
ブ
ル
ー

系
で
し
た
が
、「
も
っ
と
明
る
い
色
合
い
に

し
た
い
」
と
い
う
参
加
者
か
ら
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
、
暖
か
い
色
合
い
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
参
加
者
か
ら
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

子
ど
も
た
ち
が
い
る
絵
が
い
い
」「
時
間
帯

や
見
る
角
度
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が

で
き
る
絵
が
お
も
し
ろ
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く
中

野
の
未
来
を
、
画
用
紙
に
自
由
に
表
現
し
ま

し
た
。

選
定
さ
れ
た
制
作
壁
面
の
う
ち

２
か
所
の
壁
画
が
完
成

令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
３
月
下
旬
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
プ
ラ
ン
検
討
会
で
選
定
さ

れ
た
鍋
横
地
域
の
カ
サ
・
デ
・
オ
リ
ー
バ
と

中
野
駅
東
西
連
絡
通
路
の
壁
画
が
完
成
。
中

野
駅
北
口
駅
前
広
場
、
中
野
区
立
鷺
宮
小
学

校
に
続
く
第
３
弾
、
第
４
弾
の
壁
画
と
な
り

ま
す
。

カ
サ
・
デ
・
オ
リ
ー
バ
の
壁
画
は
「
日
常

の
中
で
も
印
象
に
残
る
明
る
い
ア
ー
ト
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
多
様
性
を
感
じ
さ
せ
る
カ

 

区
民
協
働
と
し
て
推
進
プ
ラ
ン
検
討
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
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あ
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な
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踏
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